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国連環境計画（UNEP）の報告書
「ブルーカーボン」

炭素循環のイメージ

排出された二酸化炭素のうち、一部が陸域（22億t-C/
年）や海洋（26億t-C/年）に吸収

2009年10月に国連環境計画（UNEP）の報告書において，海洋生態系に取り込ま
れた（captured）炭素が「ブルーカーボン」と命名され，吸収源対策の新しい選
択肢として提示
四方を海に囲まれた日本にとって，沿岸域の吸収源としてのポテンシャルは大き
い．ブルーカーボンの活用にあたっては，その評価方法や技術開発の確立が重要
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出典︓「ブルーカーボン」（地人書館）

出典︓ジャパンブルーエコノミー技術研究組合資料

海表面の0.2%程度にあたる沿岸浅海域で
は，炭素が1.9億t-C/年（地球全体の80％
近く）の速さで海底に貯留

ブルーカーボンとはブルーカーボンとは 令和6年9月25日 松下正行 代表質問資料②



「藻場」大型藻類や海草が，濃密で広大な群落を形成している場所
（環境省自然環境保全基礎調査では，「面積１ha以上、水深20 ｍ以浅」の群落）

藻場造成ガイドブック改訂版2013（平成26年２月，三重県農水商工部水産基盤整備課）
「ブルーカーボン」（地人書館）

「海草（うみくさ）藻場」
主に温帯〜熱帯の静穏な砂浜や干潟の沖合
の潮下帯に分布
根・茎・葉が分かれている維管束植物（種
子植物）．砂や泥などの堆積物中に根を張
って固定
代表的な海草︓アマモ、コアマモ、スガモ

「海藻（うみも）藻場」
主に寒帯〜沿岸域の潮間帯から水深数十
ｍまでの岩礁海岸に多く分布
根・茎・葉の区分がなく，岩などに固着
代表的な海藻
緑藻・・・アオサ
褐藻・・・コンブ，ワカメ
紅藻・・・テングサ等

ブルーカーボン生態系（海草藻場、海藻藻場）

出典︓ジャパンブルーエコノミー技術研究組合資料



アマモ場再生ガイドブック（平成２０年３月、三重県農水商工部水産基盤室）
日本の自然（環境省）
「鹿児島＆沖縄マングローブ探検」ウェブサイト

「干潟」
海岸部に砂や泥が堆積し勾配がゆるやかな潮間
帯の地形．水没〜干出を繰り返す
環境省の定義では「干出幅100 m，干出面積１
ha，移動しやすい基質（砂、礫、砂泥、泥）

「マングローブ」
熱帯、亜熱帯の河川水と海水が混じりあう汽
水域で砂〜泥質の環境に分布．国内では鹿児
島以南の海岸に分布
代表的なマングローブ植物︓
オヒルギ，メヒルギ，ヤエヤマヒルギ

西表島

上︓松島湾（宮城県），下︓谷津干潟（千葉県）
メヒルギ群落

ブルーカーボン生態系（干潟、マングローブ）

出典︓ジャパンブルーエコノミー技術研究組合資料



ブルーカーボンのメカニズム

出典︓ジャパンブルーエコノミー技術研究組合資料
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市立小・中・義務教育学校における不登校総合対策
［令和５年度（２０２３年度）～令和９年度（２０２７年度）］

つながるプラン
令和５年（２０２３年）６月２４日

八王子市教育委員会

令和6年9月25日 松下正行 代表質問資料④



「つながるプラン」のめざすこと

令和５年（２０２３年）６月２４日 八王子市教育委員会

八王子市立小・中・義務教育学校における不登校児童・生徒数は、平成２９年度に約５００人だったも
のが、令和３年度には約１，５００人と、５年間で約３倍と急増しています。

新型コロナウイルスの影響も指摘されているところですが、生き方や価値観の多様化を背景に、なぜ学
校に行かなければならないのかと、学校の存在意義が問われていることの表れでもあると考えています。

一方で、学校に通いたいけれども通うことができない、教室に入りたくても入ることができない子ども
たちがいることも現実です。

不登校の要因や状態、支援ニーズは様々であり、一律の手段で解決できる問題ではありません。学校に
通う・通わないにかかわらず、すべての子どもたちが社会で生きていく力を身に付けることが必要です。
そしてその力の根本には、子どもたちが、人や社会とつながり、自分が誰かに認められた存在であると実
感する経験が不可欠です。

そこで、本市では、今後５か年をかけて、専門的な指導・相談等を受けていない不登校児童・生徒を
「０」にすること、中学校卒業後に希望進路をもつ生徒の進路未決定者を「０」にすることの二つを具体
の達成目標として、次の４つの取組の方向性を柱とした不登校総合対策に取り組みます。

１ 「学びがつながる」〜魅力ある学校づくり〜
２ 「支援がつながる」〜支援ニーズの早期把握と組織的対応〜
３ 「社会とつながる」〜多様な教育機会・居場所の確保〜
４ 「未来につながる」〜社会的自立をめざした中・長期的支援〜

八王子に生まれ育つ子どもたち「みんなが八王子の宝」です。八王子市教育委員会は、不登校児童・生
徒が、自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することをめざす支援の視点に立ち、不登校の総合対
策を進めていきます。



１ 学びがつながる〜魅力ある学校づくり〜

２ 支援がつながる〜支援ニーズの早期把握と組織的対応〜

３ 社会とつながる〜多様な教育機会・居場所の確保〜

４ 未来につながる〜社会的自立をめざした中・長期的支援〜

 不登校特例校・高尾山学園の充実を図り、蓄積された不登校児童・生徒への指導や支援のノウハウを、市内の学校等に共有し活用します。
 教育支援センターの在り方を見直し、居場所づくりと学習機会の確保を両立させ、社会的自立に向けた総合的な支援を市内全域に行き渡らせます。
 オンライン教育支援センターを開設します。
 第五中学校夜間学級における不登校生徒の受け入れに向けた取組を推進します。
 学校外の公的機関との連携により、不登校児童・生徒の居場所や社会とのつながりをつくります。
 フリースクール等民間施設との情報共有の機会をつくります。
 「出席の取扱いに関するガイドライン」を策定し、社会的自立に向けた不登校児童・生徒の努力を積極的に支援します。

「みんなが安心して豊かな生活を送る学校づくりをとおして、学びの継続性を保障します。」
 すべての児童・生徒が学ぶ楽しさや意義を見出せるよう、教師の授業改善を推進します。
 社会で生きる上で必要な最低限の学力を全員が身に付ける取組を行います。
 多様性を認め合い、すべての児童・生徒が安心して生活できる学級・学校風土をつくります。
 別室指導の充実を図り、学びの継続と早期支援を実現します。

「一人ひとりの不登校児童・生徒の状況と支援ニーズを組織的かつ的確に把握し、最適な相談・指導につなぎます。」
 登校支援コーディネーター（不登校担当教員）を核として組織的に不登校児童・生徒への支援を行います。
 ＳＳＷと登校支援コーディネーターとの連携を軸に、必要に応じてケース会議を開催し、学校内外の専門機関に素早くつなぎます。
 児童・生徒の相談体制の充実を図り、状態や支援ニーズの早期把握、組織としての早期支援につなげます。
 不登校に関する校内研修や登校支援コーディネーター研修を実施し、学校の不登校対応力を強化します。

「学校外の居場所や学びのネットワークにより、様々な支援ニーズをもつ不登校児童・生徒が社会とつながる機会を確保します。」

「不登校の子どもや保護者の『将来不安』に寄り添い、義務教育修了時の進路選択を最後まで支援します。」
 不登校生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択できるよう、キャリア教育の視点を踏まえた進路指導を行います。
 保護者が不登校への向き合い方を学び、保護者同士で語らう場を提供します。
 誰一人取り残すことなく、中学校卒業後の進路決定を支援します。

※ ＳＣ＝スクールカウンセラー， ＳＳＷ＝スクールソーシャルワーカー

「つながるプラン」のめざす姿



養護教諭や
スクールカウンセラー
による教育相談

やまゆり

担任等による
家庭訪問

スクールソーシャル
ワーカーによる支援

学校

教育支援センター
（小中一貫教育グループ）

第五中学校
夜間学級

不登校特例校

自宅

オンライン
教育支援センター

別室登校や
放課後登校での
指導・相談

卒業後の学び直し

学習機会の提供
進路などの教育相談

適応指導教室
学習機会の提供・教育相談

高尾山学園

体験入級

給食センター

福祉機関

児童相談所

図書館

児童館 子ども家庭支援
センター

教育委員会関係機関

フリースクール等

医療機関

保育園・幼稚園

公的機関

地域企業との連携
による職場体験

民間施設等

総合教育相談
での教育相談

不登校をテーマとした
「保護者サロン」

教育センター ぎんなん

松の実

「つながるプラン」でつながる支援（支援イメージ）

学童保育所

若者総合相談センター


